氏名　　　　　　　　　
教員個人調書（理工学・商船学（研究）分野）　　　　　　　　　年　　月　　日
	氏 名（ふりがな）
	　深江　太郎（ふかえ　たろう）　　　　　　　　　
	　
3cm×4cm程度の
写真(正面脱帽)を貼付けてください。

（昇任・大学院担当資格審査の場合は写真不要）


	生年月日
	　19YY年MM月DD日
	

	国　籍
	
	性　別
	
	

	現 住 所
	　

	電話番号
	（携帯電話等，日中の連絡可能な電話番号を記載願います。）
　

	E-mail
	　



（学　歴）
	入学・卒業（修了
・取得）年月
	学部・学科及び専攻名（学位・免状）

	　1XXY年 4月
　1XXZ年 3月
　1XXZ年 4月
　1XXW年3月

	○○大学△学部▽学科　入学
同上　卒業　学士（工学）
○○大学大学院□□研究科博士前期課程◇◇専攻　入学
同上　修了　修士（工学）



（職　歴）
	異　動　年　月
	所属，職名，職務内容，担当科目等

	1XYY年 4月

  1XYZ年10月

	○○大学△学部　助教（▽学科）
　▽工学1，○△演習2，△○実験1
○○大学 △△研究科 設置審教員審査
◇□特論 D可，特定研究 D〇合


［１］学会における活動
（1） 加入学会
　○○学会，正会員（2000年5月－現在）

（2） 役員歴
　○○学会，理事（2010年5月－2014年4月）
　○○学会，編集委員会幹事（2000年4月－現在）

（3） 受　賞
　現在から受賞順に通し番号を付して記載し、本人の氏名には下線を引いてください。
記載例
1. The ZZth International Conference, Best Presentation Award, Fukae, T., History of Environmental Science, May, 2016.
2. △△学会，功労賞，深江太郎，2015年5月.
特記事項：△△学会における活動及び運営への寄与が認められ、表彰された。
3. ○○学会，論文賞，深江太郎，海事花子，海事開発に関する研究，2007年7月.


［２］社会における活動


［３］賞　罰


［４］大学院における学位論文指導歴
※過去５年の修士および博士の修了者数を記載してください。


［５］代表者として得た研究費
［獲得年度（西暦），研究プロジェクト名，（研究費種目，科研費の場合は課題番号／その他の場合は資金を得た機関名），金額（千円）］
※科研費とその他の研究費（共同研究／受託研究／その他（公募型研究助成））に分けて記載してください。
（1） 科学研究費
記載例
2017-2019年度，海事科学に関する研究
基盤研究(C), 17K12345，3,300

（2） 共同研究／受託研究／その他（公募型研究助成）
記載例
2016年度，海洋開発に関する研究
共同研究，○○株式会社，800
2015年度，海事科学に関する研究
受託研究，△△協会，1,000
2014年度，海事に関する研究
研究助成，XX協会研究助成，3,000
［６］業　績
現在から発表年次の順に通し番号を付し、本人の氏名には下線を引いてください。
（1） 発明・特許取得
［発明者，特許名，登録番号，登録年月日（西暦）］
特記事項：
記載例
1. 深江太郎，海事花子，XXの製造方法
特願2018-000000，2010.7.11
特開2017-000000，2012.1.23
特許0000000号，2016.00.00
2. 深江太郎，ZZ材料
特願2017-000000，2013.00.00
特開2018-000000，2015.00.00

（2） 著書
［著者，著書名，担当部分（章／頁など），発行所，発行年月(西暦)，学術著書／教科書等の別，ISBN］
特記事項：［学会賞の受賞など］
※単著，第一著者又は第一著者に準ずる場合は○を付してください。
※ISBN番号が付与されている場合は、記載してください。
記載例
1. 神戸太郎，深江太郎，海事花子，海事科学の基礎と応用，5章（pp.123-145），YY出版，2000年5月，教科書.
ISBN 000-0-00-000000-0
2. ○深江太郎，海洋開発，ZZ書籍，2010年9月，学術著書.
ISBN 000-0-00-000000-0
特記事項：XX学会で技術賞を受賞（2012年5月）

（3） 学術論文（有審査論文：ジャーナル）
［著者，題目，掲載誌，巻（号），頁，発行年月(西暦)，DOI］
特記事項：［論文賞の受賞（受賞年月）など］
※単著，第一著者又は第一著者に準ずる場合は○を付してください。
※Web of Scienceに収録されている論文には＊を付してください。
※国際共著論文の場合は、「（国際共著）」と記してください。
※DOI番号が付与されている場合は、記載してください。
記載例
1. ◯深江太郎，海事花子，海洋開発に関する研究，XX学会論文集，Vol.00, No.00, pp.000-000, 2017年3月.
特記事項：XX学会論文賞受賞（2018年5月）
2. ◯＊Fukae, T., Kaiji, H., Kobe, T., Development and Application of Maritime Sciences, Jour. of Maritime Science, Vol.00, No.00, pp.000-000, July, 2017. （国際共著）
DOI: 00.0000/xxxx.000.000

（4） 学術論文（有審査論文：フルペーパー査読・国際会議プロシーディングス）
［著者，題目，発表機関，頁，発行年月(西暦)，DOI］
特記事項：［Best Presentation賞の受賞など］
※単著，第一著者又は第一著者に準ずる場合は○を付してください。
※Web of Scienceに収録されている論文には＊を付してください。
※国際共著論文の場合は、末尾に「（国際共著）」と記してください。
※DOI番号が付与されている場合は、記載してください。
記載例
1. ◯＊Fukae, T., Kaiji, H., Kobe, T., Development of Maritime Sciences, Proc. of the XXth International Conference, pp.000-000, April, 2018. （国際共著）
DOI:00.0000/xxxx.000.000
特記事項：Best Poster Award at XX International Conference受賞（2018年5月）
2. Kaiji, H., Kobe, T., Fukae, T., Application of Maritime Sciences, YY Conference Proceedings, pp.000-000, October, 2017.  
DOI: 00.0000/xxxx.000.000
3. Kobe, T., Kaiji, H., Fukae, T., History of Maritime Science, Proc. of the ZZ International Conference, pp.000-000, December, 2016.

（5） 学術論文（有審査論文：アブストラクト査読・国際会議プロシーディングス）
本人が口頭発表（ポスター発表を含む）を行ったものに限る。
［著者，題目，発表機関，頁，発行年月(西暦)，DOI］
特記事項：［Best Presentation Awardの受賞など］
※Web of Scienceで収録されている論文には＊を付してください。
※国際共著論文の場合は、「（国際共著）」と記してください。
※DOI番号が付与されている場合は、記載してください。
記載例
1. Fukae, T., Kaiji, H. and Kobe, T., Development of Ocean Sciences, Proc. of the XXth International Conference, pp.000-000, September, 2018.  （国際共著）
DOI: 00.0000/xxxx.000.000
2. ＊Fukae, T., Kaiji, H., Kobe, T., Application of Ocean Science, YY Conference Proceedings, 000-000, January, 2017.
DOI: 00.0000/xxxx.000.000
特記事項：Best Poster Award at YY Conference受賞
3. Fukae, T., Kobe, T., Kaiji, H., History of Ocean Science, Proc. of the ZZth International Conference, pp.000-000, June, 2016.

（6） [bookmark: _Hlk40175903]学術論文（有審査論文：アブストラクト査読・国際会議プロシーディングス）
本人以外が口頭発表（ポスター発表を含む）を行ったもの。
［著者，題目，発表機関，頁，発行年月（西暦），DOI］
特記事項：［Best Presentation Awardの受賞など］
※Web of Scienceに収録されている論文には＊を付してください。
※国際共著論文の場合は、「（国際共著）」と記してください。
※DOI番号が付与されている場合は、記載してください。
記載例
1. ＊Kaiji, H., Kobe, T., Fukae, T., Application of Environmental Sciences, YY Conference Proceedings, pp.000-000, February, 2017.（国際共著）
DOI: 00.0000/xxxx.000.000
2. Kobe, T., Kaiji, H., Fukae, T., History of Environmental Science, Proc. of the ZZth International Conference, 000-000, May, 2016.
特記事項：Best Presentation Award受賞（2016年5月）

（7） その他
※紀要などの無審査論文や各種報道の記事などを記載してください。
